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研究成果の概要（和文）：　木簡画像に註釈情報を加えて管理し、木簡の整理・活用を効率化するソフト
MokkAnotatorを実用化した。また、画像キーによる文字画像検索を構築し、東大史料編纂所との連携で「木簡く
ずし字解読システムMOJIZO」を公開し、未解読資料や記号等非文字資料の検索を実現した。
　さらに従来の木簡DBと木簡字典を統合して新木簡DB「木簡庫」を構築し、テキスト表示と画像表示の相互移
動、法量や年紀の範囲指定検索等新機能を実現した。この他、木簡研究文献リストや、木簡の地名を含む古代地
名を漢字と読みで検索できる「古代地名検索システム」の公開等、日本の木簡の7割を調査・保管する機関に相
応しい拠点機能を実現した。

研究成果の概要（英文）：The software MokkAnotator was implemented, optimizing the organization and 
utilization of mokkan through management of mokkan images together with annotated data. Also, a 
character search system using images as the keys was created, and the database "MOJIZO: Image 
matching search for mokkan or cursive characters" was released in collaboration with the University 
of Tokyo's Historiographical Institute, enabling searches for undeciphered materials and 
non-character data such as symbols.
   Further, a new database integrating the former "Wooden Tablet Database" and "Wooden Tablet Image 
Database (Character Dictionary)" now realizes mutual transitions between text and image displays, 
and new functions such as searches in ranges of calendar years and dimensions. In addition, with 
lists of related research literature, and a search system for ancient place names, a core function 
befitting the institution responsible for investigating and storing 70% of Japan's mokkan has been 
realized.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
奈良文化財研究所（以下、奈文研）では、
これまで2期にわたる科研費による研究によ
って総合的かつ効率的に木簡情報を提供で
きる研究拠点データベースの構築に努めて
きた（基盤研究(S)「推論機能を有する木簡
など出土文字資料の文字釈読支援システム
の開発」〈2003～2007 年度、研究代表者・渡
辺晃宏。課題番号 15102001〉、同「木簡など
出土文字資料釈読支援システムの高次化と
綜合的研究拠点データベースの構築」〈2008
～2012 年度、研究代表者・渡辺晃宏。課題番
号 25220401〉）。その成果は奈文研のホーム
ページ上において、木簡釈読支援システム
「Mokkanshop」（モッカンショップ）、「木
簡画像データベース・木簡字典」（以下、「木
簡字典」）、「画像データベース・墨書土器
字典」などとして公開してきた。その過程で、
木簡に関する研究の拠点的機能を強化して
いくために果たすべき、新たな方向性と課題
がみえてきた。それは、ａ現在も出土し続け
る厖大な木簡資料の情報取得の効率化の必
要性、ｂ木簡資料に関するさまざまな知の結
集の必要性、ｃそうして集められた木簡に関
する情報や知を効率的に保管し活用するた
めのシステムの確立の必要性、以上の 3点で
ある。今回の研究は、この新たな課題に対処
するためのものである。 
 
２．研究の目的 
歴史叙述に重要な役割を果たすようにな
った木簡など出土文字資料のもつ情報を一
元的に管理して資源化を図り、結集した知を
新たな資料の情報抽出に役立てる知の循環
を確立し、日本の木簡の約 7割を調査・保管
する機関に相応しいセンター機能に資する
ために、1 で述べた 3 つの課題を解決するこ
とを目的とする。具体的には、(1)木簡など
出土文字資料の情報抽出の効率化、(2)木簡
など出土文字資料の知の結集、(3)出土文字
資料統合データベースの構築と連携の拡充
である。 
 
３．研究の方法 
(1)木簡など出土文字資料の情報抽出の効
率化では、①資料の情報を効率的に管理・活
用するシステムの開発、②情報そのものの拡
充、(2)木簡など出土文字資料の知の結集で
は、①画像検索機能の構築、②木簡の文字の
字体研究の深化、③検索機能の強化、④周辺
データベース群の充実などを実現する。これ
らを踏まえて、(3)出土文字資料統合データ
ベースの構築と連携の拡充として、①統合デ
ータベースの構築、②出土文字資料以外の文
字資料との連携、③文字認識研究への情報発
信・連携を行っていく。 
 
４．研究成果 
(1)木簡など出土文字資料の情報抽出の効率
化 

①資料の情報を効率的に管理・活用するシス
テムの開発―アノテーションツールの開
発・運用 
木簡の情報を一元的に管理するためのア
ノテーションソフトとして、まず削屑のガラ
ス板画像に註記を追加できるツール
（MokkAnotatorⅠモッカノテータⅠ）を完成
させ（2013 年度。以下、研究年度は西暦の下
2 桁で表記）、削屑整理の大幅な効率化・省
力化を図った。具体的には、平城宮跡東方官
衙の大土坑SK19189から出土した削屑の整理
に利用し（削屑の画像取り込み、Ｒ番号の自
動付与・仮釈文作成）、約 70,000 点の削屑
を整理し（14－16）、このうち JF27 地区（3
ｍ四方）出土の約 52,000 点について、『平
城宮発掘調査出土木簡概報(43)』を編集・刊
行できた（15）。また、引き続き、形のある
断片画像に註釈情報を加え蓄積・分類できる
ツール（MokkAnotator II）を開発し（14・
15）、削屑以外の全木簡について、写真台紙
に代わる情報集約システムツールを実現し
た（16）。 
②情報そのものの拡充 
ア、奈文研保管木簡撮影フィルムのデジタル
化 
奈文研で保管する木簡など出土文字資料
の既撮影資料（キャビネ判フィルム）のデジ
タル化を推進した（13～16。計約 7,000 枚）。
これにより、同資料のデジタル化をほぼ完了
した。 
イ、奈文研保管木簡のカラ－写真撮影 
奈文研保管の平城宮・京跡出土木簡約
3,500 点のカラー撮影を進め（13～17）、既
撮影のカラー画像と合わせ、累計で約 16,000
点（表裏別カウント）の木簡の約 108,000 点
の文字画像を「木簡字典」（2018 年公開の新
木簡データベース「木簡庫」（(3)①後述）
にも使用）にアップした。 
ウ、全国出土木簡等の撮影 
下関市長門鋳銭所跡、浜松市伊場遺跡群、
兵庫県内・鳥取県内・静岡県内・埼玉県内・
秋田県内など、各地の遺跡出土の木簡・墨書
土器の撮影を継続して実施した。今後も所蔵
機関の諒解が得られたものから、順次データ
ベースへのアップを図っていく予定である。 
(2)木簡など出土文字資料の知の結集 
①画像検索機能の構築……従来のテキスト
入力による検索に加え、新たに画像による検
索機能を構築し、未解読資料の検索、記号な
ど非文字資料の検索、木簡の形状による検索
などの実現を試みた。 
ア、木簡・くずし字解読システム―MOJIZO―
の開発 (http://mojizo.nabunken.go.jp/ 、
2016 年 3月 25 日公開） 
奈文研と東京大学史料編纂所（以下、史料
編纂所）と共同で、画像から検索する〈画像
引き〉文字画像データベース｢木簡・くずし
字解読システム―MOJIZO―」を開発した
（15）。「MOJIZO」（モジゾー）は、文字（画
像）のクラの意味を込めた命名である。従来



の「木簡字典」は、テキストを入力して検索
する文字画像データベースであったが、
「MOJIZO」は画像入力によって文字画像を検
索する全く新しいデータベースである。これ
は先行科研で開発した釈読支援システム
Mokkanshop（モッカンショップ）を、Ｗｅｂ
用プログラムに改変し、また同時に史料編纂
所の電子くずし字字典との連携も図った上
で、画像によって検索するデータベースとし
て生まれ変わらせ高次化したものである。こ
れを応用すれば、未解読資料や、記号など非
文字資料の検索の実現も可能である。 
イ、木簡・くずし字解読システム―MOJIZO―
スマホ・タブレット版の開発（2017 年 3 月
17 日公開） 
引き続き、スマートフォンやタブレットな
どの小型端末に適した表示が行えるよう、
MOJIZO のスマホ・タブレット版を開発した
（16）。端末を自動判別し、端末に相応しい
画面に接続するものである。また、同時に解
析画像履歴の収集の開始、4 カ国語（英語・
韓国語・中国語〈簡体字〉・中国語〈繁体字〉）
による画面案内の追加、「MOJIZO」の商標登
録出願（史料編纂所と共同）を行ったほか、
研究分担者の耒代誠仁氏作成の文字画像ア
プリ MOJIZOkin（モジゾーキン）が App Store
で公開され、解析画像の簡易な編集が可能に
なり、MOJIZO の利便性をより高めることがで
きた。 
ウ、形状による検索ソフトの開発 
厖大な削屑の出土に対応するため、形状に
よる検索機能をもつソフトの開発の見通し
を得た（13）。また木目・文字・形状などさ
まざまな条件の類似から削屑を自動接合さ
せる技術の開発にも着手し（15）、木目の明
瞭な削屑画像を用いて実験を継続した（16・
17）。いずれも実用化までには至らなかった
が、将来削屑の整理のための有効な工具にな
り得ることを確認できた。 
②木簡の文字の字体研究の深化―木簡所用
文字の標準字体の検討 
古代の木簡の文字の異体字関係を明らか
にするために標準字体の一覧を作成すべく、
木簡写真からのデータ抽出作業を進めた（13
～17）。異体字関係を検討しつつ字種ごとの
一覧表を作成し、5 年間で約 900 種の見出し
字（文字・種）に対し、計約 2,250 字形の入
力・作成した。科研期間中には公開には至ら
なかったが、できるだけ早い段階で、木簡デ
ータベースのリンク、あるいは奈文研ホーム
ページなどでの公開ができるようにしたい。 
③検索機能の強化 
ア、｢木簡字典｣の高次化（2016 年 2月 8日公
開） 
検索履歴機能を追加し、検索欄に入力され
た文字を収集して検索傾向の把握に努めた
ほか、一語一語を意味分類してタグ付けした
XML データを利用し、意味ツリーから選択し
検索できる意味（タグ）検索機能を搭載した
（15）。分類階層は主に 3 階層（大分類 40

種、中分類 80 種、小分類 79 種）で、これに
より、異なる表記で表された同一名称を検索
できるようになった。この機能は「木簡庫」
（(3)①後述）の開発・公開に伴って、その
まま「木簡をさがす」のうちの「カテゴリー
（意味）検索」にそのまま引き継いだ。 
イ、文字認識とそのための画像処理 
複数のカラーチャネルを組み合わせた墨
判別基準を作成して精度向上を実現した。ま
た、字形抽出後に残るノイズ、断片化された
運筆などを修正・復元する技術についても実
現し（以上、13）、木簡・くずし字解読シス
テム―MOJIZO―に実装した（15）。 
④周辺データベース群の充実 
ア、木簡研究論文データベース（2015 年 3月
30 日公開） 
当該木簡を対象とする研究文献を容易に
参照できるよう、「木簡字典」に「木簡研究
文献一覧」搭載するとともに、研究分担者の
小口雅史氏編の「日本古代史研究文献目録デ
ータベース」（法政大学国際日本学研究セン
ター）と国立情報学研究所「CiNii」へのリ
ンクを貼った（15）。研究文献としては、『木
簡研究』（木簡学会編。年刊）掲載論文や、
主要な木簡関係研究論文集を対象に、木簡約
6,000 点について、延べ 11,000 件に上る研究
文献のデータを作成・入力した（14－16）。 
イ、古代地名検索システム（2015 年 12 月 11
日公開、http://chimei.nabunken.go.jp/） 
Mokkanshop に搭載していた文脈処理機能
のうち、地名検索について、単独でＷｅｂ公
開するためのシステムを開発し公開した
（15）。その後、異表記データの充実のため
木簡に見える地名表記約1,900件のデータを
作成し（16）、また異訓み、部分一致、国・
郡・郷などの改編データ参照などのボタンを
追加して機能充実を図った上で、2018 年 3月
29 日にリニューアルオープンした。これに伴
い、検索語句の漢字・よみの自動識別を実現
した（17）。 
ウ、「正倉院文書字典」 
  ｢木簡字典」の枠組みを応用した上で、奈
良女子大学古代学学術研究センターの黒田
洋子氏の協力を得て、正倉院文書の書状に見
える文字を中心とする字典データベースの
Ｗｅｂ公開システムを構築した。但し、著作
権の関係から、当初予定していた『正倉院古
文書影印集成』の画像が使えず、マイクロフ
ィルム紙焼き版のデジタル化と切り抜き用
画像の作成を再度実施した（14）。また、宮
内庁正倉院事務所から、資料の全体画像表示
の許可がいただけなかったため、科研終了時
に至っても一般公開は見合わせざるを得な
くなった。このためデータベースシステム全
体を個々のＰＣに搭載できるよう研究者用
ＰＣ版を開発し（15）、実際に運用している。 
(3)出土文字資料統合データベースの構築と
連携の拡充 
①統合データベースの構築―新木簡データ
ベース「木簡庫」の開発 



(2)①ア・イで述べた 2016 年 3 月 25 日公
開の画像による検索システム「木簡・くずし
字解読システム―MOJIZO―」は、テキスト検
索と画像検索を兼ね備えた統合データベー
スの一翼を担うシステムで、その実現に向け
た一歩を踏み出すことができた（13～15）。 
その後、データベースの統合、すなわち順
次開発公開してきた木簡を検索する「木簡デ
ータベース」と、木簡の文字画像を検索する
「木簡字典」とを統合して高次化を図り、新
木簡データベース「木簡庫」として開発・公
開した（16・17。公開は 2018 年 3 月 22 日。
http://mokkanko.nabunken.go.jp/）。「木簡
庫」は、従来の「木簡データベース」と「木
簡字典」を、それぞれ「木簡を検索するデー
タベース」、「木簡の文字を検索するデータベ
ース」として機能を明確に位置付けた上で、
両者の長所をそのまま生かす形で一つのデ
ータベースとして統合したものである。2005
年の「木簡字典」の開発以来の課題をようや
く実現することができた。 
｢木簡庫」の特徴は、テキスト表示と画像
表示の相互移動を可能にしたこと、法量や年
紀の範囲指定検索を汎用化したこと、さまざ
まな絞り込みやリンクなどの新機能を搭載
したことなどの点にある。また、これまで順
次公開してきたため全体構造がわかりにく
かった木簡に関するデータベースの機能を、
階層的に位置付けて統合した点も特記すべ
きである。今回はまだデータベースとしての
統合は実現できなかったが、先に公開した
MOJIZO も、画像引きのデータベースとして、
文字引きのデータベースと対になるものと
して位置付け、「木簡庫」からリンクを貼る
ことで、その役割を明確に示すこととした。
なお、従来の「木簡字典」や MOJIZO での史
料編纂所「電子くずし字字典データベース」
との連携検索は、「木簡庫」公開後もそのま
まの機能を維持しており、全く影響はない。 

②出土文字資料以外の文字資料との連携 
ア、東京大学史料編纂所とのデータベース連
携 
｢木簡・くずし字解読システム―MOJIZO―」
の開発により、従来の「木簡字典・電子くず
し字字典連携検索システム」で構築してきた
データベース連携をさらに緊密化すること
ができた（15－17）。 

イ、漢字字体規範データベース編纂委員会
（ＨＮＧ）との連携 
2015 年 11 月 21・22 日に開催されたＨＮＧ
公開 10 周年記念シンポジウム（於国立国語
研究所）に、「歴史的文字に関する経験知の
共有資源化と多元的分析のための人文・情報
学融合研究」と題するセッションを設け、研
究分担者の耒代誠仁・馬場基が報告した
（15）。 
ウ、木簡調査機関との連携 
年 1回木簡を実際に調査し保管している機
関（「木簡字典」などへのデータ搭載で連携
する機関でもある）の方々との意見交換の場
として「木簡ワークショップ」を開催し、機
関・担当者ごとの状況と課題を共有し、研究
の方向性に生かすことができた（13-16。計 4
回開催）。記録はテープ起こしにより報告す
る予定である。 
エ、奈良女子大学（正倉院文書の書状データ
ベース）との連携 
公開の面でなお課題が残るものの、正倉院
文書の書状データベースの構築などで連携
を図ることができた（13～15。(2)④ウ前掲）。 
オ、韓国との連携 
大韓民国国立文化財研究所の高配により、
国立伽耶文化財研究所所蔵の城山山城出土
木簡について、当研究所のカメラマンによる
赤外線撮影を実施した。その成果は釈読の再
検討として生かせた（14－16）。また、国立
慶州文化財研究所との間で、月城垓字出土木
簡の研究を初めとする学術交流や将来的な
データベース連携について協議を進めるこ
とができた（17）。 
カ、台湾との連携 
2016 年 2 月 17 日、中央研究院歴史語言研
究所との間で、木簡・簡牘の研究協力に関す
る協約書を締結して共同研究の道筋を開き、
同所所蔵の居延漢簡の赤外線撮影を行った
（15・16）。その成果は同所刊行の『居延漢
簡』（貳）（參）（肆）に盛り込まれている。 
③文字認識研究への情報発信・連携 
ア、ＩＧＳへの参加 
2013 年 6月に奈良で開催された国際学会、
第 16 回ＩＧＳ（International Graphnomics 
Society）に参加し、世界の文字認識研究者
との交流を深めた（13）。 
イ、地下の正倉院展 
2007 年に最初に開催した木簡展示「地下の
正倉院展」を毎年秋に継続して開催し、広く
一般の方々に木簡という資料の重要性とお
もしろさを味わっていただくことができた
（13～17）。 
以上、今回の研究によって、木簡など出土
文字資料に関する知の結集と資源化の枠組
みをほぼ構築することができた。コンテンツ
の充実と維持は長期的な課題であるが、木簡
など出土文字資料の調査・公開・活用の効率
化・機能化とともに、広く一般の方々への情
報発信にも配慮した調査研究体制構築の基
盤を築くことができたと考える。 
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